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2006年に，ETC 搭載車に限り通行が可能なインターチェンジ「スマート IC」が小布施 PA に設置された
ことから，マイカーで来る客が一段と増えている。
小布施は元々，歴史的，文化的な魅力に満ちあふれる。江戸時代後期，既に80歳を超えていた葛飾北斎
がこの町に足繁く通い，パトロン的存在だった当地の豪商・高井鴻山の元に起居しながら多くの作品を残
したことは有名である。
小布施町内にある岩松院天井画や，祭屋台天井画はその代表例と言われる。また，栗の産地としても有
名で，200年以上の歴史を誇る栗菓子匠がいくつかある。
小布施に観光客が来るきっかけとなったのは，1976年開館の北斎館である。当時，田んぼの中の美術館
とマスコミに大きく取り上げられた。
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地域情報／地方独立宣言――補助金に頼らない独自性，主体性を持った地域再生の取り組み
５　地域活性化の成功事例は，地域再生の参考とはならない
過疎化・高齢化した小規模集落の地域住民が，自主財源をもとに自立した地域再生を果たした鹿児島県
やねだん（柳谷）集落には，年間，日本国内にとどまらず海外から自治体や地域づくり関係者など集落人
口の10倍以上の約3,500人もの視察者が訪れている。
注目される点は，集落全体の事業計画を決める自治公民館の集会には，集落内のほぼ全員が出席すると
いう点にある。この事実は高齢者から子どもたちまで集落の全員が，何らかの形で集落の運営に関わりを
持ち，親交を深め，集落内での連帯感が再生されてきたことの証であろう。
こうした賞賛に値する実績を承知のうえで，あえて主張する。「やねだん」のみならず，この稿で取り
上げた地方活性化の成功事例は，自らの地域の再生・発展に向けての参考とはならないと申しあげたい。
成功事例は華々しく取り上げられていることから，どこでも独創性と主体性をもって活性化に取り組め
ば，必ず成功すると受け取られがちであるが，地域住民全員が意欲を持ち取り組んでも成功するとは限ら
ない。成功事例はホンの一握りである。今回，成功事例として取りあげた地域に共通する点は，野心と才
智に富んだ卓越したリーダーの手腕による所が多である。こうした人材の出現は稀有（けう）にとどまる。
こうした現実からして，成功事例のみならず衰退の事例にも目を向け，それを反面教師として，自らの地
域の発展に役立てるべきと申しあげたい。
